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健
康
格
差
の
縮
小
に
は
何
が
必
要

か
―
―
。
こ
れ
に
は
、
従
来
型
の
保

健
指
導
や
医
療
提
供
に
よ
り
「
努
力

す
る
こ
と
が
で
き
る
個
人
だ
け
が
健

康
を
享
受
で
き
る
」
と
い
う
公
衆
衛

生
の
あ
り
方
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
。

　

自
己
責
任
だ
け
で
は
し
ば
し
ば
格

差
は
拡
大
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
研
究

で
は
、
小
学
校
で
歯
科
健
康
教
育
を

行
っ
た
結
果
、
経
済
的
に
裕
福
な
子

ど
も
た
ち
で
は
歯
肉
や
プ
ラ
ー
ク
の

改
善
が
認
め
ら
れ
た
が
、
貧
し
い
子

ど
も
た
ち
で
は
改
善
し
な
か
っ
た
。

教
育
を
受
け
て
も
、
親
が
経
済
的
に

困
窮
し
時
間
的
・
精
神
的
な
余
裕
が

な
け
れ
ば
、
毎
日
の
歯
み
が
き
を
き

ち
ん
と
実
施
す
る
の
は
難
し
い
。
こ

う
し
た
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康

を
改
善
す
る
に
は
、
学
校
で
歯
み
が

き
や
フ
ッ
化
物
洗
口
を
行
う
と
い
う

方
法
が
あ
る
。
学
校
で
行
え
ば
、
家

庭
環
境
に
左
右
さ
れ
ず
に
恩
恵
が
届

き
や
す
い
。
学
校
等
で
の
集
団
フ
ッ

化
物
洗
口
は
健
康
格
差
を
縮
小
す
る

が
実
施
状
況
に
地
域
差
が
大
き
い
の

が
実
態
だ
。
減
ら
せ
る
は
ず
の
う
蝕

に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
一

層
の
普
及
が
望
ま
れ
る
。

　

地
域
ご
と
の
健
康
増
進
の
取
り
組

み
と
し
て
、
世
界
的
に
は
水
道
水
フ

ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
。
日

本
で
は
米
軍
基
地
以
外
で
は
実
施
さ

れ
て
い
な
い
が
、
天
然
で
や
や
フ
ッ

化
物
イ
オ
ン
濃
度
が
高
い
地
域
で
は

う
蝕
予
防
効
果
が
少
し
認
め
ら
れ
て

い
る
。
禁
煙
環
境
の
実
現
も
、
歯
周

病
を
減
ら
す
上
で
有
用
で
あ
ろ
う
。

　

「
定
期
健
診
の
増
加
」
は
行
政
や

歯
科
医
師
会
か
ら
し
ば
し
ば
発
信
さ

れ
る
が
、
予
防
的
な
歯
科
受
診
は
経

済
格
差
が
大
き
い
（
図
）。
疾
病
給

付
の
原
則
に
縛
ら
れ
（
介
護
保
険
で

は
介
護
予
防
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の

に
！
）、
定
期
健
診
は
原
則
自
費
で

自
己
負
担
が
大
き
い
か
ら
だ
。
近

年
、
部
分
的
に
進
行
予
防
の
フ
ッ
化

物
塗
布
や
シ
ー
ラ
ン
ト
が
保
険
導
入

さ
れ
て
い
る
が
、
よ

り
適
応
を
拡
大
し
て

子
ど
も
も
大
人
も

「
予
防
的
な
定
期
健

診
は
保
険
で
」
と
胸

を
張
っ
て
言
え
る
体

制
が
実
現
さ
れ
る
こ

と
は
、
格
差
を
減
ら

す
上
で
欠
か
せ
な

い
。
こ
う
し
た
環
境

の
整
備
を
進
め
歯
を

残
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
将
来
の
歯
科
受

診
の
増
加
と
、
全
身

疾
患
の
医
療
受
診
の

抑
制
に
つ
な
が
る
だ

ろ
う
。

 

（
お
わ
り
）

歯
科
健
康
格
差

を
考
え
る

―
解
消
に
向
け
て
何
が
必
要
か
③

図　日本人成人の過去１年間の予防的な歯科受診の割合
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本
紙
２
０
２
０
年
新
年
号

の
取
材
で
「
む
し
歯
予
防
全

国
大
会
」
に
参
加
し
た
。
ハ

イ
リ
ス
ク
者
だ
け
で
な
く
、

全
体
を
対
象
に
し
た
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ

（
Ｐ
Ａ
）
の
予
防
策
を
強
調

し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
。

　

Ｐ
Ａ
の
際
た
る
も
の
は
水

道
水
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

だ
。
米
国
の
衛
生
局
長
官
を

務
め
た
ル
タ
ー
・
テ
リ
ー
は

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

の
活
動
方
針
や
執
行
体
制
な

ど
を
決
め
る
第
49
回
定
期
大

会
が
１
月
25
〜
26
日
、
東
京

都
内
で
開
か
れ
、
協
会
か
ら

小
澤
力
理
事
長
と
兵
頭
正
道

理
事
が
保
団
連
理
事
に
選
出

さ
れ
た
（
い
ず
れ
も
再
任
）。

大
会
に
は
代
議
員
と
し
て
矢

部
あ
づ
さ
副
理
事
長
、
平
尾

清
司
、
玉
川
尚
美
の
両
理
事

が
、
大
会
議
長
と
し
て
戸
井

逸
美
副
理
事
長
が
参
加
し

た
。

　

方
針
案
の
討
論
で
は
、

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

求
め
る
運
動
」「
指
導
と
近

畿
厚
生
局
懇
談
」「
歯
科
診

療
報
酬
改
定
」
な
ど
６
つ
の

テ
ー
マ
で
発
言
し
た
。

　

矢
部
副
理
事
長
は
、
カ
ジ

ノ
・
都
構
想
を
進
め
る
維
新

政
治
を
打
開
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
口
頭
発
言
。

　

「
都
構
想
」
が
大
阪
市
の

財
源
と
権
限
を
奪
い
、
カ
ジ

ノ
を
は
じ
め
と
す
る
ベ
イ
エ

リ
ア
の
大
型
開
発
に
注
ぎ
込

む
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
と
批

判
し
た
。

　

大
型
開
発
だ
け
で
な
く
、

庁
舎
建
設
や
職
員
増
な
ど
で

膨
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
り
医

療
や
福
祉
な
ど
暮
ら
し
の
予

算
が
削
ら
れ
る
と
指
摘
し
、

「
暮
ら
し
、
医
療
・
福
祉
を

充
実
さ
せ
、
府
民
が
安
心
し

て
歯
科
医
療
に
か
か
れ
る
よ

う
な
大
阪
に
す
る
た
め
に
、

『
都
構
想
・
カ
ジ
ノ
ス
ト
ッ

プ
！
』
の
取
り
組
み
を
強
め

て
い
く
」
と
訴
え
た
。

　

歯
科
診
療
報
酬
改
定
で

は
、
文
書
発
言
で
施
設
基
準

に
よ
る
差
別
・
分
断
の
評
価

体
系
を
抜
本
的
に
改
変
・
再

構
築
す
る
こ
と
、
金
パ
ラ
不

採
算
問
題
を
改
善
す
る
た
め

の
総
合
的
な
改
善
策
の
必
要

を
訴
え
た
。

バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク

　

臨
床
学
術
部
は
１
日
、「
バ
キ
ュ

ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
講
習
会
を
と
み

も
と
歯
科
医
院
（
港
区
）
で
開
き
、

15
人
が
参
加
し
た
（
写
真
右
）。
冨

本
昌
之
副
理
事
長
と
衛
生
士
が
講
師

を
務
め
た
。
参
加
者
は
バ
キ
ュ
ー
ム

の
基
本
操
作
な
ど
を
踏
ま
え
、
班
に

分
か
れ
医
師
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
患

者
役
を
体
験
す
る
実
習
で
バ
キ
ュ
ー

ム
の
当
て
方
・
姿
勢
、
禁
忌
部
位
や

バ
キ
ュ
ー
ム
位
置
な
ど
を
学
ん
だ
。

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

臨
床
学
術
部
は
２
日
、
保
険
医
会

館
で
「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

〜
よ
り
よ
い
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
の
た
め

に
」
を
開
き
、
22
人
が
参
加
し
た
。

衛
生
士
の
福
池
久
恵
氏
ら
が
講
師
を

務
め
た
（
写
真
左
）。
実
技
練
習
で

は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
一
人
ひ

と
り
を
回
り
、
参
加
者
の
疑
問
に
答

え
な
が
ら
指
導
を
行
っ
た
。

「
近
代
４
大
公
衆
衛
生
施

策
」
の
一
つ
に
水
道
水
フ
ロ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
挙
げ
て
い

る
。
対
象
地
域
の
誰
も
が
恩

恵
を
受
け
ら
れ
、
安
価
で
負

担
な
く
継
続
的
に
む
し
歯
予

防
で
き
る
た
め
だ
。

　

フ
ッ
素
は
人
体
を
構
成
す

る
元
素
で
、
食
事
を
し
て
体

内
に
入
っ
た
フ
ッ
素
は
必
要

量
だ
け
が
吸
収
・
利
用
さ

れ
、
残
り
は
24
時
間
以
内
に

体
外
に
排
出
さ
れ
る
と
い

う
。
70
年
以
上
に
わ
た
る
多

く
の
研
究
の
結
果
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

を
は
じ
め
１
５
０
以
上
の
専

門
機
関
が
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ

ン
の
安
全
性
と
有
効
性
を
保

障
。
日
本
で
も
厚
労
省
や
日

本
歯
科
医
師
会
な
ど
が
推
奨

し
て
い
る
。

　

水
道
水
へ
フ
ッ
化
物
を
供

給
す
る
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

装
置
は
近
年
、
自
動
測
定
や

24
時
間
監
視
体
制
が
確
立

し
、
安
全
性
は
一
段
と
改
善

さ
れ
た
。
大
会
を
主
催
し
た

「
日
本
フ
ッ
化
物
む
し
歯
予

防
協
会
」
は
フ
ッ
化
物
洗
口

か
ら
は
じ
め
、
水
道
水
フ
ロ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
根

本
に
は
「
む
し
歯
の
撲
滅
」

と
い
う
途
方
も
な
い
夢
が
あ

っ
た
。

　

国
内
で
は
安
全
性
に
疑
問

を
抱
く
人
も
少
な
く
な
い
。

運
動
が
実
を
結
ぶ
に
は
歯
科

医
療
関
係
者
や
地
域
住
民
の

賛
同
が
鍵
で
あ
り
、
国
民
的

な
議
論
が
必
要
だ
ろ
う
。
フ

ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る

大
阪
歯
科
協
会
の
会
員
の
意

見
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　

組
織
部
は
新
規
開
業
セ
ミ

ナ
ー
（
全
３
回
）
の
２
回
目

「
お
金
の
基
礎
知
識
・
資
金

調
達
」
を
１
日
に
保
険
医
会

館
で
開
き
、
14
人
が
参
加
し

た
。
講
師
は
、
大
野
貴
志
氏

（
写
真
、
吹
田
市
開
業
）、

春
藤
竜
也
氏
（
㈱
ジ
ャ
パ
ン

デ
ン
タ
ル
）。

　

大
野
氏
は
資
金
調
達
で
の

銀
行
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
据
置
期
間
や
資
金
使
途

の
柔
軟
性
な
ど
が
あ
る
こ
と

を
強
調
。「
費
用
対
効
果
を
考

え
て
器
材
の
購
入
を
判
断
す

る
こ
と
が
重
要
」と
語
っ
た
。

　

春
藤
氏
は
、「
開
業
初
期
は

固
定
費
を
低
く
抑
え
る
た
め

に
、
開
業
資
金
は
で
き
る
だ

け
長
期
返
済
で
調
達
す
る
ほ

う
が
よ
い
」
と
強
調
し
た
。

第
49
回
保
団
連
大
会
で
発
言

臨床学術部 スタッフ講習で研鑽

矢
部
代
議
員　

都
構
想
ス
ト
ッ
プ
へ

保
団
連
大
会
で
発
言
す
る
矢
部
副

理
事
長
＝
１
月
26
日
、
東
京
都
内

東京

組織部

組
織
部

スパイス王子直伝　本格カレーに挑戦
歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】
大
阪
市
西
区
新
町

２
―
15
―
16

【
最
寄
駅
】
大
阪
メ
ト
ロ

「
西
大
橋
」
駅
、「
西
長

堀
」
駅

【
設
備
】
チ
ェ
ア
３
台
、
パ

ノ
ラ
マ
、
デ
ン
タ
ル
な
ど
歯

科
機
材
付

【
面
積
】
71
・
81
㎡

【
金
額
】
応
談

【
そ
の
他
】
20
年
間
診
療
し

て
き
ま
し
た
が
、
引
退
の
た

め
閉
院
。
ビ
ル
１
階
に
駐
車

場
あ
り
。

【
連
絡
先
】
06
―
６
５
３
６

―
０
１
８
１
（
加
藤
）

　

協
会
が
１
月
30
日
に
実
施

し
た
国
会
行
動
で
要
請
し
た

議
員
は
次
の
通
り
。

【
面
談
】

衆
院 

〈
立
民
〉
村
上
史
好
、

〈
共
産
〉
清
水
忠
史

【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
立
民
〉
尾
辻
か
な

子
、
辻
元
清
美
、
長
尾
秀

樹
、
森
山
浩
行
〈
公
明
〉
鰐

淵
洋
子
〈
国
民
〉
平
野
博
文

参
院
〈
維
新
〉
梅
村
聡
、
梅

村
み
ず
ほ
〈
国
民
〉
浜
野
喜

史
、
矢
田
わ
か
子
〈
共
産
〉

山
下
芳
生
、
大
門
実
紀
史

　組織部は、「スパイス王子に学ぶスパイ
スカレー教室」を２日に開き９人が参加し
た（写真）。
　スパイス研究家としても活躍する泉井秀
介氏（生野区開業）が、スパイスのクミン
が歯周病対策に効果を得ているという話も
交えて講演。実習では北インドの家庭風キ
ーマカレー、特製タンドリーチキン、ター
メリックライスなどを作った。

伊津進弘（八尾市）

むし歯予防大会に参加して

1
･
30
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧


